
資
料
紹
介和

泉
市
新
発
見
の
大
般
若
経
に
つ
い
て

三

浦

圭

「

和泉市藩発見の大般砦経について（三浦）

　
堺
市
に
南
接
す
る
新
生
都
市
和
娘
市
で
は
、
か
な
り
前
か
ら
市
史
編
纂
委
員

会
が
結
成
さ
れ
、
「
和
泉
市
史
」
編
纂
の
準
備
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
三
十

五
年
の
暮
、
京
都
大
学
文
学
部
赤
松
俊
秀
教
授
が
監
修
潜
と
決
ま
り
、
い
よ
い

よ
本
格
豹
な
発
足
を
み
た
。
私
が
編
纂
専
門
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
史
料
蒐
集

な
ど
の
実
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
す
で
に
一
年
有
余
、
市

内
の
谷
地
を
ま
わ
っ
て
史
料
の
採
訪
調
査
を
行
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
比
較
的

未
調
査
の
地
域
で
あ
っ
た
た
め
に
、
数
多
い
新
史
科
が
発
見
さ
れ
た
。
な
か
で

も
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
の
年
号
の
あ
る
恵
心
僧
螂
源
信
の
高
弟
覚
超
僧
都
の
自

筆
願
文
の
発
見
は
、
私
を
し
て
し
ば
ら
く
真
偽
を
疑
わ
し
め
、
赤
松
教
擾
を
し

て
喩
ら
せ
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
自
筆
願
文
は
、
平
安
時
代
宋
な
い
し
は

鎌
倉
時
代
初
期
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
古
写
本
を
含
め
て
、
近
く
赤
松
教
授
に

よ
っ
て
学
界
に
紹
介
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
こ
こ
で
本
誌
の
貴

重
な
紙
数
を
か
り
て
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
中
期
に
か
け
て
写
経
さ

れ
た
も
の
と
、
春
日
版
の
大
毅
蒋
経
四
種
に
つ
い
て
、
奥
駿
と
裏
書
を
中
心
に

簡
単
な
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「
大
凡
蓬
難
輔
驚
喜
謝
麟

　
富
墨
三
ケ
村
と
は
和
泉
郡
内
国
分
村
・
黒
石
村
・
平
井
村
の
三
ケ
村
を
指
し
、

現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
和
泉
市
国
分
町
・
黒
石
町
・
平
井
町
と
な
っ
て
い
る
。
宮
里

と
い
う
地
名
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
「
近
籍
家
本
知
儒
記
」
の

天
治
二
年
薫
五
年
巻
裏
文
書
で
あ
る
兼
頁
珍
光
時
論
田
勘
注
案
に
引
用
さ
れ
て

い
る
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
文
書
、
康
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
文
書
等
に
宮
里

の
称
が
み
え
、
　
（
平
安
遺
女
、
巻
五
、
第
一
九
九
九
号
交
誰
）
ま
た
永
和
四
年

（
一
三
七
八
）
後
円
融
天
皇
に
よ
っ
て
、
美
濃
国
五
箇
郷
の
替
地
と
し
て
、
妙

心
寺
玉
器
院
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
も
と
は
大
蔵
卿
高
階
成
欝
家
領
で
あ
っ
た

と
い
い
、
の
ち
に
な
っ
て
嘉
吉
二
年
（
｝
四
四
二
）
頃
に
は
正
治
神
社
の
領
知

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
　
（
妙
心
寺
文
書
三
・
四
、
尊
卑
分
脈
十
二
）
南

北
朝
時
代
に
は
こ
の
地
の
一
角
に
玉
湯
城
が
あ
っ
て
、
和
泉
か
ら
河
内
に
ぬ
け

12／ （279）



る
天
野
街
道
が
鷹
…
尾
街
道
に
連
な
る
地
点
で
あ
っ
た
た
め
、
激
し
い
戦
闘
が
繰

返
さ
れ
て
い
る
（
和
田
文
磐
二
・
淡
輪
文
欝
乾
・
瓢
根
文
需
乾
な
ど
）
。

　
こ
分
大
般
若
経
は
折
本
の
古
写
経
で
あ
っ
て
、
現
在
五
九
八
巻
が
あ
り
、
五

〇
巻
つ
つ
櫃
に
入
り
＝
一
櫃
あ
る
。
各
巻
の
紙
背
首
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
厳
意
）

　
「
願
主
清
原
武
行
　
筆
主
権
寺
主
（
花
押
と

と
書
か
れ
て
お
り
、
経
典
の
各
巻
の
尾
部
に

　
「
窩
黒
一
ニ
ケ
村
什
物
」

の
追
記
が
あ
る
。
そ
の
奥
君
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

○
巻
第
＋
奥
蹟

　
一
交
了
、
仁
平
元
年
、
願
主
清
原
武
行
縁
友
弔
削
並
筆
主
権
寺
主
厳
密
、
各

　
過
去
尊
霊
為
成
仏
得
道
兼
又
各
所
生
愛
子
等
増
幅
延
命
無
病
長
寿
故
国
、
惣

　
ハ
為
法
界
衆
生
普
平
等
利
益
也
、

女
弓
潮
氏
井
所
生
愛
子
等
環
世
安
隠
題
生
井
為
也
、

也
、

○
巻
第
四
三
〇
奥
絨

　
四
天
王
寺
御
領
猪
三
野
庄
御
経

○
巻
第
三
〇
九
奥
賊

　
六
百
巻
内
此
巻
令
嗣
如
之
闘
、
如
此
書
写
了

正
平
＋
九
年
押
六
月
昔
七
日
執
筆
良
彦

　
　
　
　
　
　
振

O
巻
第
五
八
九
表
紙
見
開

　
和
泉
国
和
泉
郡
池
田
谷
平
井
琶

　
　
　
　
　
　
十
一
ゐ
ハ
山
剛
維
脚
漢
出
寸

法
界
衆
生
平
等
利
益
故
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○
巻
第
二
十
姦
賊

　
願
主
清
原
武
行
縁
二
足
剛
氏
丈
六
叢
権
寺
主
厳
逆
縁
友
清
原
氏
井
所
生
愛
子

　
各
現
批
安
隠
後
世
井
故
也
、
各
為
過
去
尊
霊
往
生
極
楽
頓
誕
累
歳
又
法
界
衆

　
生
普
利
益
度
也
、

○
巻
上
七
十
六
奥
蹟

．
久
安
五
年
正
月
蕩
心
臼
、
勧
進
書
写
師
僧
厳
意
、
願
主
清
原
武
行

　
こ
れ
ら
の
奥
駿
か
ら
推
し
て
、
こ
の
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
は
久
安
五
年
（
一

一
四
九
）
糠
頃
か
ら
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
に
か
け
て
、
溝
原
武
行
が
願
主

と
な
り
、
　
願
主
の
縁
類
と
思
わ
れ
る
権
寺
主
得
意
が
執
筆
し
、
　
溝
原
氏
の
祖

先
・
妻
子
の
往
生
極
楽
頓
証
菩
提
と
現
世
安
隠
増
福
延
命
無
病
長
寿
後
世
菩
提

を
祈
願
す
る
た
め
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
願
主
、
纏
旛
の
素
性
に
つ
い
て
は
、

未
だ
明
ら
か
で
な
い
が
、
岡
筆
と
思
わ
れ
る
巻
第
四
三
〇
の
奥
勤
か
ら
し
て
、



和鼠市新発見の大船若経について（蕊浦）

四
天
王
寺
領
猪
養
野
壷
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
猪
養
野
と
は
も
と
摂
津
国
東
成
郡
鶴
村
の
大
字
で
あ
っ
て
、
現
在
の
大
阪
市

東
成
区
鶴
橋
の
近
く
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
猛
翁
飴
庄
と
い
・
）
藷
は
「
荒
陵

寺
御
手
墨
壷
起
偏
に
も
見
え
ず
（
「
続
群
書
類
従
」
二
七
輯
下
、
釈
家
部
）
、
未

だ
庄
島
を
他
の
史
料
で
確
か
め
え
な
い
。

　
経
巻
の
一
部
が
闘
巻
と
な
っ
た
た
め
、
正
平
十
九
年
（
一
三
六
四
）
に
良
彦

な
る
入
が
補
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
何
時
し
か
宮
里
三
ケ
村
の
什

物
と
し
て
村
民
の
共
有
に
帰
し
、
羅
漢
寺
の
経
蔵
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
確
実
な
年
代
を
確
か
め
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

二
　
鎌
倉
大
仏
一
切
経
　
和
泉
市
仏
並
町
櫨
辺
弘
氏
蔵

　
仏
並
町
は
楓
尾
山
施
揺
寺
の
麓
の
横
山
谷
の
一
角
に
あ
り
、
式
内
社
司
乃
宇

刀
神
社
、
仏
並
専
が
町
内
に
あ
る
。
所
蔵
者
池
辺
弘
磯
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
覚

超
僧
都
の
自
筆
願
文
を
所
有
さ
れ
て
い
て
、
覚
超
僧
都
の
父
池
辺
兄
雄
か
ら
完

全
に
現
在
ま
で
続
い
て
い
て
、
確
実
に
千
年
は
遡
れ
る
名
豪
で
あ
る
。

　
こ
の
大
般
若
経
は
、
右
の
経
名
を
附
し
て
、
す
で
に
田
中
椀
堂
氏
が
、
そ
の

高
薯
『
日
本
写
経
軽
爆
』
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
氏
の
冒
に
ふ

れ
た
も
の
は
そ
の
内
の
懸
第
四
一
四
の
一
雀
に
す
ぎ
ず
、
氏
は
「
大
仏
奉
為
の

一
切
経
と
し
て
は
実
に
珍
ら
し
い
。
現
に
数
百
雀
を
所
蔵
せ
る
も
の
あ
り
と
云

ふ
も
そ
の
人
を
知
ら
ず
、
管
見
に
触
れ
し
ま
ま
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
記

し
て
お
ら
れ
る
。
　
（
五
四
六
頁
）
こ
の
巻
添
四
一
四
を
除
き
、
他
の
ほ
と
ん
ど

が
こ
こ
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
大
般
若
経
は
一
〇
〇
巻
つ
つ
六
櫃
に
納
め
ら
れ

て
い
る
が
、
経
巻
の
体
裁
に
つ
い
て
は
田
中
氏
の
紹
介
を
参
看
さ
れ
た
い
。

　
こ
の
大
般
若
経
が
鎌
倉
大
仏
奉
為
の
た
め
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
奥
賊

は
、
巻
四
一
一
か
ら
毬
第
四
二
〇
に
か
け
て
の
一
〇
巻
全
て
に
等
し
く
書
か
れ

て
い
る
が
、
そ
の
殆
ん
ど
の
門
薪
大
仏
」
及
び
「
薪
大
仏
一
切
経
扁
の
部
分
が

故
意
に
削
除
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
た
だ
僅
か
に
第
四
一
八
は
、
そ
の
奥
賊
を

翔
除
し
忘
れ
と
恩
わ
れ
そ
の
全
文
が
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
赤
松
教
授
が
門
日
本
歴
史
』
　
（
第
一
烈
五
琴
）
誌
上
の
口
絵
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
奥
鍛
は
、

○
譜
第
四
一
八
奥
蹴
・

　
　
　
　
〔
繕
〕

　
奉
納
　
相
洲
新
大
仏
一
切
経
也
　
勧
進
聖
人
浄
光

　
　
　
建
長
薫
蒸
＋
二
月
昔
書
写
了
右
筆
隆
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
校
畢
薄
億

こ
れ
ら
の
奥
駿
な
ら
び
に
粘
葉
綴
の
糊
代
部
分
の
剥
脱
個
所
…
に
記
載
さ
れ
て
い

る
内
容
か
ら
、
書
写
年
・
代
・
執
筆
者
・
校
正
者
・
痛
罵
年
代
・
儒
読
考
で
判
明

す
る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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巻
第
九
一
か
ら
落
第
　
O
O
ま
で
の
｛
○
巻
は
、
筆
致
著
る
し
く
異
な
り
、

奥
様
も
全
く
な
く
、
そ
の
雷
写
年
代
な
ど
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
他
の
も
の

は
全
て
宋
版
を
手
太
・
に
し
た
忠
実
な
模
写
で
あ
り
、
だ
い
た
い
建
長
二
年
（
一

二
五
〇
）
五
月
頃
か
ら
建
長
四
年
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
執
筆

に
は
唯
寂
・
賢
胤
・
加
賀
公
・
浄
門
・
釈
舜
・
礼
心
募
・
隆
然
な
ど
が
当
り
、

校
正
に
は
龍
門
・
蓮
信
を
主
と
し
て
さ
ら
に
円
浄
・
玉
泉
な
ど
が
当
っ
て
い
る
。

僑
読
は
建
長
八
年
・
六
月
頃
か
ら
弘
長
一
年
（
一
二
六
一
）
に
か
け
て
、
明
豊
募

独
り
に
よ
っ
て
さ
れ
て
い
る
．
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
の
僧
侶
が
ど
こ

に
籍
を
留
め
て
い
た
人
か
明
ら
か
に
し
え
て
い
な
し
、
も
と
も
と
ど
こ
に
奉
納

さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
・
）
こ
と
も
未
調
査
で
あ
る
。

　
鎌
倉
新
大
仏
の
建
立
は
、
浄
光
が
勧
進
上
人
と
な
り
、
鎌
倉
幕
府
の
下
知
の

も
と
に
、
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
仁
治
二
年
（
一
二
四

一
）
三
月
大
仏
殿
上
棟
、
寛
元
元
年
（
＝
一
四
一
一
一
）
六
月
、
大
仏
と
大
仏
殿
竣

工
の
供
養
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
木
造
で
あ
り
、
建
長
四
年
八
月
か
ら
金
鋼

の
大
仏
を
鋳
造
し
は
じ
め
て
い
る
。
（
「
鎌
倉
市
史
』
教
寺
編
∴
麟
徳
院
の
．
項
参

照
）
從
っ
て
、
こ
の
経
巻
が
書
写
さ
れ
た
た
の
は
、
木
造
大
仏
が
完
成
し
て
か

ら
、
金
銅
の
大
仏
が
鋳
造
さ
れ
る
闘
に
霊
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
は
、
鎌
倉
大
仏
は
も
と
も
と
木
造
で
あ
っ
た
も
の
が
、

宝
治
元
年
（
＝
一
四
七
）
九
月
一
日
の
大
暴
風
雨
の
た
め
に
破
壇
さ
れ
、
た
め

に
金
銅
の
大
仏
を
改
め
て
つ
く
た
の
だ
と
す
る
説
と
、
も
と
も
と
木
造
の
大
仏
・

は
鋳
造
の
原
型
で
あ
っ
た
と
す
る
説
と
の
賜
題
点
を
解
明
す
る
資
と
は
な
ら
な

い
が
、
今
後
の
調
査
に
よ
る
関
係
史
料
研
究
の
結
果
は
、
こ
の
愚
説
の
解
明
に

何
か
役
立
つ
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

○
雀
第
四
〇
一
奥
躍

　
和
泉
国
大
鳥
郡
草
郎
郷
下
条
取
石
村
長
安
寺
御
霊
殿
御
経
也
、
奉
施
入
檀
那

　
美
野
忠
正

125 （283）



　
巻
第
四
〇
一
か
ら
倦
第
四
一
〇
と
、
巻
第
五
〇
一
か
ら
雀
第
五
一
〇
ま
で
の

全
二
〇
巻
の
奥
蹟
は
全
て
右
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
現
在
高
石
町

に
合
併
さ
れ
て
い
る
が
、
長
安
寺
は
現
在
廃
寺
と
な
っ
て
い
て
、
唯
地
名
の
み

が
残
っ
て
い
る
。
古
記
録
等
も
散
逸
し
て
い
る
様
子
で
、
具
体
的
な
こ
と
は
何

一
つ
明
ら
か
で
な
い
が
、
何
時
し
か
美
野
忠
正
な
る
人
に
よ
っ
て
、
こ
の
長
安

襟
に
奉
施
入
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ど
の
様
な
経
過
を
た
ど
っ
て

池
辺
氏
の
所
有
に
帰
し
た
の
か
は
今
後
の
調
査
課
題
で
あ
る
。

三
　
大
般
若
経
　
和
泉
市
小
野
照
晦
小
野
林
新
太
郎
氏
蔵
　
春
日
版

　
興
福
嵜
に
お
い
て
、
貞
応
二
年
か
ら
嘉
藤
三
年
に
か
け
、
僧
俗
男
女
の
結
緑

に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
大
般
若
経
は
、
世
に
春
臼
版
と
称
せ
ら
れ
、
そ
の
美
麗
さ

を
も
っ
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
春
日
版
の
刊
行
は
高
野
版
と
共
に
、
宋

版
の
影
響
を
う
け
て
試
み
ら
れ
た
も
の
で
、
平
安
時
代
末
か
ら
諸
種
の
聖
典
・

経
巻
類
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
小
野
田
町
は
、
先
述
し
た
仏
並
町
に
槻
尾
川
を
隔
て
て
東
に
接
し
た
地
区
で

あ
り
、
横
山
谷
の
う
ち
に
入
る
。
こ
の
大
般
若
経
は
巻
子
本
で
六
〇
〇
巻
が
二

〇
〇
艦
つ
つ
三
つ
の
櫃
に
入
っ
て
い
る
。

　
こ
の
経
巻
は
首
部
紙
背
に
全
て
「
太
子
御
陵
」
な
い
し
は
「
太
子
御
廟
扁
の

注
記
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
今
そ
の
奥
躍
の
主
要
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

○
巻
第
一
奥
践

文
永
＋
一
年
疑
二
月
廿
六
H
摺
写
供
養
、
勧
進
行
鍛
沙
弥
有
心

　
初
演
内
外
題
古
市
郡
西
聡
寺
僧
艦
長
老
日
浄
樗
上
人
惣
蒋

　
白
回
二
百
内
面
六
｝
臼
内
蓋
錺

　
四
百
内
僧
覚
照
鱒
上
衆

○
餐
第
三
奥
蹟

　
（
灘
鐵
）

　
「
元
緑
十
三
年
廃
辰
三
月
七
日

　
　
小
野
顕
村
長
者
　
　
　
　
下
寓
村

　
　
　
　
平
左
衛
門
　
藤
兵
徳

太
子
御
廟

　
　
文
永
十
一
年
八
月
二
田
、

　
　
彼
本
云
、
以
春
日
社
本
、

○
谷
一
〇
奥
鼠

　
太
子
御
廟

　
　
　
文
永
十
一
年
八
月
三
艮
、

○
巻
第
八
七
魚
田
…
敢

〔
復
〕

修
複
供
養
仕
候

禰
瀬
柑

　
’
＼
藝
鴫
＼
二
＼

　
畷
ブ
銀
」
メ
↓
フ

北
田
樗

次
兵
籍
」

移
点
心
、
二
者
大
和
国
成
見
別
所
御
恩
也
、

交
合
移
点
云
為

繕
扶
老
限
、
移
点
了
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等泉一新発見の大毅若経について（三浦）

聖
徳
太
子
御
繭
御
経
也

○
巻
第
一
二
二
奥
賊
（
朱
書
）

　
文
永
十
一
年
八
月
一
田

　
　
　
僧
円
覚
句
切
了

○
巻
第
六
〇
〇
奥
賊

　
文
・
氷
十
一
年
十
－
月
十
六
臼
［
、
為
研
糺
喩
廻
句
　

移
占
酬
ツ
簡
無
禦
謬
、
畑
胴
扶
老
…
単
側
省
骨
一

　
身
、
　
一
校
緯
囲
詑
、
般
潜
守
護
十
六
鍮
糊
神
磁
虹
平
門
漁
N
土
職
漁
脳
如
来
、
当
寺
盗
難
…
上

　
宮
太
子
知
見
誰
開
哀
懲
納
受
、
以
此
功
徳
、
七
世
四
恩
≧
所
愚
尽
自
界
他
方

　
有
情
有
縁
於
離
生
死
証
上
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
門
隠
士
金
剛
仏
子
行
鏡
（
花
抑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
教
六
＋
六

誌
醗
元
和
×
季
葦
之
閲
西
暮
之
通
天
野
山
誰
院
・
此
御
経
書

　
仕
懸
襲
、
残
り
ニ
百
選
ハ
新
三
郎
と
旧
物
右
晶
仕
候
也
、
後
人
之
御
見
、
良

　
舜
房
後
世
善
世
二
世
闘
、
志
地
成
就
祈
所
、
廻
向
法
界
平
等
利
益
、
干
単
元

　
和
五
年
六
月
八
顕
工
悉
什
団
置
旧
鳳
朕
也
。
し

○
餐
第
二
〇
四
奥
践
（
朱
書
）

元
徳
参
年
辮
七
月
八
貫

一
校
早

僧
円
海

○
巻
第
四
一
二
奥
賊

　
元
徳
三
年
鮮
七
月
骨
一
臼
、
以
太
子
御
陵
本
、
写
点
乱
射

○
軽
羅
五
三
五
奥
賊

　
点
本
云
、
以
麻
臼
御
社
之
御
本
、
｝
交
題

　
　
（
遣
鎌
）

　
「
一
年
皐
　
　
大
法
師
円
海
生
年
廿
五
歳
」

斎
円
年
艦

○
懸
第
…
工
三
奥
賊

　
歳
文
政
八
難
年
四
月
下
旬
第
二
度
拝
写
劔
、
令
補
校
了
、
横
阜
決
厳
法
師
誌

○
巻
第
一
七
六
奥
薮

　
歳
維
文
政
八
乙
衡
単
磁
三
月
頃
、
　
小
野
田
村
小
野
林
姓
与
兵
籍
巌
堅
持
来
云
、

　
煙
出
夏
経
庫
粗
大
風
勧
、
草
葺
吹
摘
去
、
聖
経
潜
刷
下
宮
七
ケ
村
鎮
守
牛
頭

天
王
所
属
妙
経
也
、
二
＋
一
許
巻
為
爾
露
、
未
配
章
句
、
同
姓
利
兵
衛
嗣
供

　
深
歎
之
、
唯
請
補
繕
、
答
云
、
当
梓
本
豊
都
鳥
丸
若
由
墨
喜
右
衛
門
板
弘
者

　
也
、
捺
訪
的
不
得
全
故
、
爾
紀
詣
峯
寺
、
謁
小
田
原
由
城
屋
茂
八
、
還
元
昏
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令
補
助
突
、
愚
答
神
功
可
畏
、
爾
狼
補
二
十
一
餐
功
既
了
后
、
哲
源
誠
努
ぐ
溝

細
心
如
期
、
勿
忽
心
緒
、
難
一
需
横
写
筆
労
源
重
也
、
依
書
因
由
、
以
始
盾
資

無
…
不
、
歳
文
政
八
馬
取
五
月
廿
六
日
満
目
功
了
、
下
宮
邦
光
明
山
阿
弥
陀
穿
伝

燈
神
舐
鍮
国
大
阿
闘
梨
法
印
権
大
僧
都
覚
眠
…
墨
壷
厳
謹
語

　
こ
の
経
懇
は
文
永
十
一
年
二
月
廿
六
臼
に
摺
写
し
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
開
版
後
約
五
か
年
を
経
て
い
る
。
そ
の
勧
進
は
行
蓑

で
あ
り
、
岡
年
八
月
頃
か
ら
、
十
月
に
か
け
て
、
磯
長
の
聖
徳
太
子
御
願
の
僧

行
鏡
な
ど
の
手
に
よ
り
成
見
溺
所
の
経
典
や
春
田
神
歌
の
経
典
を
践
本
と
し
て
、

声
句
や
朱
点
が
加
え
ら
れ
た
。
甕
徳
太
子
御
廟
は
河
内
国
古
市
郡
飛
鳥
荘
内
に

あ
り
、
当
時
西
琳
寺
の
四
至
内
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
弘
安
四
年

（
一
二
八
一
）
五
月
二
六
日
の
太
政
官
牒
に
よ
れ
ば

　
　
太
政
官
牒
　
河
内
島
西
琳
専

　
　
　
応
急
歯
心
内
殺
生
事
、
四
至
、
東
限
飛
鳥
荘
犠
欝
錦
樫

　
　
（
下
略
）

　
西
年
忌
は
西
林
寺
と
も
書
き
、
古
市
山
守
と
も
別
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
経
雀

が
な
る
時
の
勧
進
上
人
行
鋳
や
朱
点
な
ど
を
入
れ
た
行
鏡
・
円
覚
に
つ
い
て
は

未
だ
経
歴
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
魅
第
一
の
隠
題
に
み
え
る
西
琳
寺
僧
田

浄
樗
に
つ
い
て
は
「
西
琳
寺
流
記
偏
の
宝
鏡
院
の
条
に

　
　
　
　
　
日
浄
郡
尚
歌

　
当
寺
第
二
長
老
永
仁
年
中
御
建
立
、
長
老
坊
云
々

　
と
あ
っ
て
、
不
確
実
な
が
ら
西
琳
寺
の
錦
二
長
老
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が

わ
か
る
。

　
元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）
に
は
油
壷
海
と
僚
斎
円
が
太
子
御
陵
本
や
森
日
神

社
本
を
も
と
に
し
て
校
正
を
加
え
た
も
の
も
あ
る
し
か
し
…
兀
和
四
・
五
年
（
一

穴
｛
八
～
九
）
に
は
破
損
し
て
い
た
も
の
と
み
え
て
、
天
野
山
満
蔵
院
と
新
三

郎
な
る
も
の
に
よ
っ
て
修
理
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
蒋
既
に
太
子
御
廟
の

手
か
ら
離
れ
て
い
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
元
隷
二
二
年
（
一
七
〇

〇
）
に
は
横
山
谷
の
こ
の
地
に
移
っ
て
お
り
、
小
野
田
村
長
者
平
左
衛
門
・
下

宮
村
馬
乗
衛
・
編
瀬
村
次
郎
太
央
・
北
田
村
次
兵
衛
の
四
人
が
中
心
と
な
っ
て

再
び
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
経
櫃
も
年
号
の
明
記
が
あ
っ
て
、
こ
の

時
に
新
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
谷
第
三
三
及
び
舞
第
一
七
六
な
ど
の
鳶
職
が
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
経
巻
は
下
窩
七
ケ
村
（
下
宮
・
小
野
田
・
褥
瀬
・

北
闘
・
岡
・
田
中
・
九
鬼
）
の
鎮
守
牛
頭
天
王
所
属
の
も
の
で
あ
っ
た
。
文
政

七
年
（
　
八
二
四
）
夏
の
大
風
爾
に
よ
り
経
蔵
破
損
し
、
経
巻
二
一
雀
が
雨
水

を
う
け
た
た
め
、
翌
年
、
下
宮
村
光
明
山
河
弥
陀
寺
住
持
快
厳
の
手
に
よ
っ
て

補
筆
さ
れ
て
い
る
。
牛
頭
天
王
も
阿
弥
陀
寺
も
以
後
廃
さ
れ
、
有
力
な
檀
越
で

あ
っ
た
小
野
林
氏
の
現
有
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
経
毬
が
ど
の
様
な
臼
的
で
摺
写
供
養
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
文

永
の
役
の
さ
中
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
元
肥
の
難
を
う
け
て
凝
血
降
伏
の
祈
願
を
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和泉市新発見の大般若経について（1－ISiTR）

こ
め
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

姻
　
火
般
若
経
　
和
泉
市
室
盤
町
森
光
寺
蔵

　
室
堂
は
旧
泉
郡
池
田
三
内
に
あ
り
、
か
つ
て
照
田
・
光
霜
と
い
う
水
田
が
あ

っ
て
光
明
皇
盾
の
伝
説
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
諸
寺
院
は
ほ
と
ん
ど
が

高
野
由
藻
明
院
末
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
次
の
文
需
（
写
）
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
借
用
申
回
米
之
事

合
亘
二
拾
石
者
欝
旧
記
也
、

一
、
蔵
回
奥
院
銭
三
三
橘
織
物

一
、
当
秋
悉
円
相
済
面

一
、
此
米
借
期
串
御
は
う
お
ん
と
し
て
八
赫
之
分
者
末
代
御
檀
那
二
罷
成
事

一
、
毎
年
為
御
初
尾
と
、
麦
三
石
・
米
三
石
ソ
・
可
上
也
、
縦
水
ソ
ソ
臼
損

　
二
御
座
候
共
、
此
初
尾
可
参
事

一
、
彼
二
村
の
内
一
人
も
余
外
之
坊
江
ハ
参
間
敷
候
、
同
十
銭
之
志
も
他
院

　
坊
江
出
仕
聞
敷
事

一
、
在
≧
に
て
此
名
四
衆
御
大
師
講
可
致
興
行
事
、
於
何
後
、
何
様
二
も
御

’
院
家
様
へ
士
心
甘
胃
外
御
馳
走
一
六
可
什
一
事

一
、
若
此
米
於
無
沙
汰
二
者
、
上
儀
江
被
成
御
付
、
如
何
様
共
曲
事
二
可
被

　
成
事

（
起
請
詞
省
略
）

天
正
＋
五
年
牡
〃
診
六
月
三
日

　
　
快
善
　
櫻
尾
山
巽
之
坊
　
此
米
口
入
人

　
　
　
　
　
　
　
〔
智
海
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
い
寺
　
六
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
之
坊
　
上
之
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
堂
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
室
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
右
循
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
七
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
林
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
場
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
林
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
下
肢
田
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ぬ
き
た
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
左
衛
門 　泉

　州
　池
　　　照

　谷　

八上
村村
中

勘
左
衛
門

与
十
郎

弥
四
郎

又
七
郎

源
六

源
四
郎

並
黒

歯

盆畠

皇
ノ　

郎

二
一
三
徳
門

郎
四
郎

善
三
郎
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高
野
山
西
院

　
　
遅
明
院

参

　
　
三
郎
左
衛
門

m
鍛
治
履
〕

か
ち
や

　
　
一
一
郎
左
衛
門

浦
田
村

　
　
宗
太
夫

　
　
与
左
衛
門

右
各
血
判
墨
判
也

四
郎
右
衛
門

宗
兵
衛

孫
市

他
の
記
録
か
ら
み
て
飢
簾
に
よ
る
借
米
の
よ
う
で
あ
る
が
、

院
末
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
森
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
は
折
本
で
あ
り
、
一

〇
〇
巻
つ
つ
が
六
つ
の
櫃
に
入
い
て
い
る
。
全
て
の
経
毬
の
紙
背
に
「
播
州
印

磁
北
条
天
満
窩
大
般
若
経
緯
」
の
注
記
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
和
泉
市
三
林
町
荒
木
弥
之
助
氏
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
た
め
に
蓮
明

○
第
四
九
八
奥
賊

　
大
唐
国
江
西
路
瑞
州
軍
人
何
三
於

　
弘
安
九
年
四
月
上
旬
目
補
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
了

○
巻
第
五
一
一
奥
賊

　
　
　
　
　
曽
　
　
　
　
　
　
　
式
部
公

　
大
永
渠
稔
幻
二
月
七
日
書
了
　
　
　
　
空
善

○
巻
第
二
三
五
裏
書

慶
長
十
九
年
三
月

　
　
　
　
極
楽
寺
現
住

　
　
　
　
　
　
栄
尊
代

○
懸
第
九
一
裏
書

泉
州
娘
郡
池
田
庄
霊
堂
村
圓
圃
圖
宝
物
也
、
全
部
六
百
懸
時
令
修
覆
、
料
銀

　
弐
十
枚
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
翻
毒
言

○
巻
第
一
八
八
裏
書

　
此
経
六
百
巻
事
、
播
州
碧
潭
北
条
天
満
窟
之
宝
物
ト
見
リ
、
往
昔
ヨ
リ
当
毒

　
伝
リ
、
即
施
音
寺
高
野
山
三
明
院
之
末
寺
、
当
儒
侶
阿
闘
梨
古
論
茶
事
発
永

咋
避
孟
・
此
経
悉
綴
潰
・
・
今
令
修
薯
也
、
棄
三
肇
、
願
主
横

　
田
小
左
衛
門
尉
、
村
中
家
内
息
災
如
意
祈
藤
所
．

○
餐
静
第
四
三
二
裏
書

和
溺
村

　
　
野
崎
清
太
夫

同
村

　
　
弥
右
衛
門

岡
村

　
　
善
左
掻
玉
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和騙漸発見の火般若経について（三浦）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
堂
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
田
儀
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
施
音
拳
仕
〕

泉
州
池
国
漢
借
字
野
鼠
御
室
騒
二
二
騒
宝
之
経
也
、
高
野
山
函
院
建
明
院
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
弗
〕

本
末
由
緒
二
而
、
嘉
永
算
陣
蘭
梨
モ
法
印
箋
永
師
第
予
也
、
此
経
悉
及
破
損

於
高
野
由
二
、
大
経
師
久
五
郎
令
修
補
、
願
主
春
、

　
　
宝
永
三
成
九
月
吉
祥
翼
　
　
　
　
［
日
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
中
為
五
強
成
就
繁
昌
也

　
こ
の
経
巻
が
も
と
も
と
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
印
達
北
条
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。

「
播
磨
国
風
土
記
」
錺
磨
郡
の
項
に

　
い
だ
て

因
達
の
里
土
は
中
の
中
な
り
。
右
、
因
達
と
称
ふ
は
、
息
長
帯
比
立
命
、
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
だ
　
て

　
国
を
平
げ
む
と
欲
し
て
、
渡
り
ま
し
た
蒔
、
御
船
前
に
御
し
し
伊
太
代
の
神
、

　
此
処
に
在
す
、
故
、
神
の
み
名
に
因
り
て
、
里
の
名
と
為
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
波
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
本
）

と
あ
り
、
ま
た
「
和
名
抄
」
郷
名
の
印
達
（
以
多
知
）
と
あ
る
、
播
磨
国
衛
の

北
方
の
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
明
一
七
年
（
一
四
八
五
）
山
名
政
豊
か

山
内
豊
成
に
与
え
た
判
物
に
も

　
播
磨
国
饒
東
郡
国
衙
内
印
逮
南
条

　
（
下
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
内
家
交
書
）

と
あ
っ
て
、
こ
の
印
達
南
条
に
近
接
す
る
地
域
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
罧
、
荘

園
志
料
上
』
の
播
磨
国
飾
磨
郡
の
条
の
附
載
に
よ
れ
ば
「
国
衙
荘
　
飾
東
郡
三

宅
・
上
野
田
・
袋
尻
・
南
条
・
荘
田
・
北
条
・
南
畝
・
轡
・
申
・
国
府
寿
・
福

中
・
山
井
・
南
八
代
・
北
八
代
・
白
国
・
平
野
・
大
野
十
七
村
の
総
名
な
り
」

と
あ
り
、
こ
の
北
条
の
地
か
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
に
天
満
宮
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
ま
だ
確
か
め
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
北
条
と
い
う
地
は
、
加
西
郡
内
に
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
播
磨
三
営
酒
見
大
明

紳
（
北
条
別
宮
）
が
あ
っ
て
天
平
強
磁
行
基
に
よ
っ
て
酒
見
専
が
創
建
さ
れ
、

神
宮
寺
と
な
っ
て
い
る
。
宝
暦
年
闘
に
な
っ
た
『
播
磨
鑑
』
に
よ
る
と

　
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
甲
串
二
月
朔
日
、
大
般
若
経
読
涌
、
次
期
問
一
答

　
払
測
講
有
之
、
鄭
國
六
紳
糊
轟
守
（
諜
写
・
増
位
・
八
徳
・
妙
徳
・
法
花
・
敵
薬
）

　
碩
学
二
十
人
講
師
巡
年
之
役
、
録
事
機
雷
勢
選
其
器
用
随
一
碩
才
無
讐
重
事

　
也
、
今
不
潔
、

と
あ
っ
て
、
大
般
若
経
と
の
凶
縁
は
深
い
。
境
内
や
近
隣
に
天
満
富
は
な
い
が
、

境
内
の
一
隅
に
帰
化
人
の
技
法
に
よ
る
か
と
思
わ
れ
る
五
頁
羅
漢
像
四
二
八
体

が
現
在
し
、
あ
や
し
い
雰
囲
気
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
印
達
北
条
天
満
宮
に
つ
い
て
は
後
考
を
ま
ち
た
い
。
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こ
の
経
巻
の
補
整
領
導
三
於
は
、
中
国
江
西
路
瑞
州
斑
入
と
の
出
欝
を
伝
え

て
お
り
、
今
月
の
所
謂
軍
人
と
は
趣
を
異
に
す
る
ら
し
い
が
、
補
整
さ
れ
た
の

が
弘
安
の
役
の
数
年
後
に
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
中
国
の
内
乱
を
避
け
て
帰

化
し
た
か
、
元
憲
戦
闘
の
際
捕
虜
に
な
っ
た
の
か
、
数
奇
な
運
命
を
担
っ
た
人

で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
代
中
国
の
帰
化
人

が
そ
の
改
化
活
動
を
地
方
に
直
接
扶
植
し
て
い
た
こ
と
は
注
冒
さ
れ
る
。

　
こ
の
経
毬
は
一
部
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
に
補
わ
れ
て
い
る
が
、
慶
長
十

九
年
（
一
六
一
糊
）
に
は
和
泉
岡
泉
竹
島
堂
村
極
楽
専
の
所
有
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
綱
村
内
の
施
音
寺
の
所
有
に
帰
し
、
宝
永
三

年
ハ
毛
〇
六
）
同
寺
住
持
永
算
を
願
主
と
し
、
同
村
横
田
儀
左
衛
門
や
、
和

田
村
野
崎
清
太
夫
ら
の
援
助
に
よ
り
、
銀
二
〇
枚
で
修
理
が
加
え
ら
れ
た
。
修

理
を
し
た
場
所
は
、
前
述
し
た
閣
縁
に
よ
り
高
野
山
西
院
蓮
明
院
で
あ
り
、
大

経
師
久
五
郎
が
こ
れ
に
当
っ
た
。
極
楽
寺
が
廃
寺
に
な
り
、
さ
ら
に
施
浮
動
が

廃
寺
に
な
っ
て
、
森
光
寺
の
現
有
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
、
現
在
（
昭
和
三
七
年
一
月
）
和
泉
甫
内
で
発
見
さ
れ
た
大
般
若
経

四
種
に
つ
い
て
奥
賊
を
中
心
に
簡
単
な
紹
介
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
古
く
和
泉

市
内
の
各
地
区
に
関
係
し
た
経
雀
で
、
古
く
か
ら
海
外
に
移
っ
た
も
の
も
沢
山

あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
と
思
う
。
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